
高齢者等住宅改造助成事業  

高齢者等の自立を助け、介護するご家族の負担を軽減するため、住宅を改造

（福祉機器等の設置を含む）する世帯に、改造費用の一部を助成します。工事後

の申請はできません。 

 

◆利用対象者    介護保険で要支援 1 以上に認定され、 

介護保険料段階が 1～3 段階の人のうち、 

移動時や排せつ時、入浴時の状態から住宅の改造が必要と認め

られる人 

 

◆助成対象箇所  玄関、廊下、階段、居室、浴室、便所、洗面所、台所等、在宅

の高齢者等が利用する部分です。 

 

※増築工事部分については対象となりません。 

※介護保険による住宅改修費支給の対象となるものを除きま

す。 

支給対象外の例 

・手すりの取り付け、段差の解消 

・滑りの防止等のための通路面の材料変更 

・これらの改修に伴い必要となる改修工事等 

 

◆助成額    上限額：30 万円 

生活保護受給者・世帯非課税かつ老齢福祉年金受給者 

 ⇒助成率 100％ 

世帯非課税で老齢福祉年金を受給していない人 

⇒助成率 90％ 

 

◆利用回数      原則として 1 住宅につき 1 回 

※借家等の場合、家主等の 

承諾書の提出が必要です。 
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